キリシタン資料における「あい(愛)」について by 漆﨑 正人
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一
　
は
じ
め
に
　
『
日
葡
辞
書
』（1603
―4
年
）
に
は
、「
あ
い
す
（
愛
す
）
の
項
目
は
、
　
　
Aixi, suru, ita. Ytçucuxim
i, u. Am
im
ar,
m
ostrar sinaes 
　
　
　
dam
or. ¶ Item
, Estim
ar, 
folgar com
 algũa cousa 
　
　
　
que lhe da gosto. ¶ Fanauo aisuru. Folgar de ver as 
　
　
　
flores, ou fullas.
（
訳
：
愛アイ
シ
、
ス
ル
、
シ
タ
。
愛イツクシ
ミ
、
ム
。
　
　
　
か
わ
い
が
る
、
ま
た
愛
の
し
る
し
を
見
せ
る
。¶
さ
ら
に
、
お
気
　
　
　
に
入
り
の
も
の
を
愛
好
し
た
り
、
楽
し
む
。¶
花ハナ
ヲ
愛アイ
ス
ル
。
花
　
　
　
や
花
弁
を
見
て
楽
し
む
。）
と
あ
り
、
既
に
言
わ
れ
て
い
る注１
よ
う
に
、
自
分
に
〈
快
楽
を
与
え
る
も
の
を
楽
し
む
〉
と
い
う
意
義
と
し
て
、「
人
間
的
な
感
情
的
な
『
楽
し
み
』
を
表
わ
し
て
い
る
」
と
受
け
取
れ
る
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
説
明
に
は
、
当
該
行
為
の
主
体
が
、
上
位
者
や
優
位
者
で
あ
っ
て
、
下
位
者
や
劣
位
者
を
対
象
と
し
て
自
分
本
位
に
一
方
的
に
、
心
を
持
っ
た
り
、
あ
る
い
は
可
視
性
を
伴
う
行
動
を
取
っ
た
り
す
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
拙
稿注２
で
指
摘
し
た
。
そ
の
よ
う
な
意
義
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
当
時
の
宣
教
師
た
ち
が
理
解
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
を
表
わ
す
訳
語
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、確
に
「
あ
い
す
（
愛
す
）」
は
、
一
般
に
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
と
は
結
び
付
か
な
い
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
漢
語
名
詞
と
し
て
の
「
あ
い
（
愛
）」
は
、
単
字
漢
語
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
、
極
め
て
稀
れ
に
し
か
用
例
が
認
め
ら
れ
ず
、そ
の
用
い
ら
れ
方
に
つ
い
て
の
言
及
も
確
認
で
き
な
い
。
　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
ご
く
わ
ず
か
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
を
取
り
上
げ
、検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
な
お
、
古
典
文
献
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
複
製
本
に
よ
り
、
翻
刻
に
よ
る
場
合
は
、
テ
キ
ス
ト
を
明
記
す
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
、
ロ
ー
マ
字
を
適
宜
漢
字
仮
名
交
り
に
直
す
こ
と
が
あ
る
。
　
二
　
主
要
な
古
語
大
辞
典
等
に
お
け
る
「
あ
い（
愛
）」
の
項
目
に
つ
い
て
　
ま
ず
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、「
あ
い
（
愛
）」
が
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
と
解
さ
れ
て
い
る
か
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典　
室
町
時
代
編
』
第
一
巻
（1985
年
刊
・
三
省
堂
）（
以
下
、『
室
町
』
と
呼
ぶ
）
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
に
つ
い
て
漆
　
﨑
　
正
　
人
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の
「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
の
記
述
を
中
心
に
見
て
行
く
こ
と
に
す
る注３
。
　
　
あ
い
［
愛
］「
愛あい
いい
つす
く、
しい
むと
、お
あし
」（
落
葉
）
❶
人
を
い
と
お
し
く
思
う
気
持
。
　
　
　
親
子
・
兄
弟
間
な
ど
の
情
愛
。「
愛アイ
ハ
、
イ
ト
ウ
シ
ガ
ル
事
也
」（
謡
　
　
　
抄
梅
枝
）「
親
ニ
モ
超
テ
ム
ツ
マ
シ
キ
ハ
同
気
兄
弟
ノ
愛アイ
也
」（
太
平
　
　
　
記
廾師
九泰
、出
師家
直事
）
❷
あ
る
事
物
に
心
ひ
か
れ
て
、
そ
れ
を
大
切
に
取
扱
っ
　
　
　
て
楽
し
む
こ
と
。「
事
態
ヲ
極
テ
ワ
、
ツ
ヨ
ク
ナ
ル
所
ヲ
用
心
ス
ベ
　
　
　
シ
。
達
ス
レ
バ
強
ナ
ル
。
ツ
ヨ
サ
過
ル
時
愛
モ
ナ
ク
用
〈
ユ
ウ
〉モ
無
ク
ナ
ル
　
　
　
也
。
是
ハ
マ
コ
ト
ノ
ツ
ヨ
キ
位
ヲ
不
レ　
智
〈
＝
知
〉
ユ
エ
ナ
リ
」（
寛
　
　
　
正
本
六
輪
一
露
秘
注
）「
慈
照
院
殿
愛
に
思
召
る
ゝ
壺
あ
り
」（
醒
睡
　
　
　
笑
八　
）【
参
考
】キ
リ
シ
タ
ン
で
は
、愛
情
を
表
わ
す
語
と
し
て
は「
大
　
　
　
切
」
が
用
い
ら
れ
た
。
　
　
　
　
愛
を
な
す　
そ
の
人
に
対
す
る
愛
情
を
、
実
際
の
言
動
の
う
え
に
　
　
　
表
わ
す
。「
お
い
た
る
人
を
ば
、
か
り
に
も
あ
な
ど
る
べ
か
ら
ず
。
　
　
　
を
の
れ
よ
り
お
さ
な
き
を
ば
い
と
を
し
み
、
あ
い
を
な
し
、
貧
な
る
　
　
　
人
あ
は
れ
み
め
ぐ
み
て
」（
短
編
＝
七
く
さ
草
子
）
　
『
日
本
国
語
大
辞
典　
第
二
版
』
第
一
巻
（2001
年
刊
・
小
学
館
）（
以
下
『
日
国
』
と
呼
ぶ
）
な
ど
、
主
要
な
国
語
大
辞
典
、
古
語
大
辞
典
で
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
の
使
用
例
が
存
す
る
意
義
と
し
て
は
、『
室
町
』
の
も
の
以
外
に
は
、
例
え
ば
、『
日
国
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
の
第
三
義
の
、
　
　
③
子
供
な
ど
を
か
わ
い
が
る
こ
と
。
愛
撫
（
あ
い
ぶ
）
す
る
こ
と
。
幼
　
　
　
児
を
あ
や
す
こ
と
。
＊
鷺
伝
右
衛
門
本
狂
言
・
縄
綯
（
室
町
末—
近
　
　
　
世
初
）「『
其
上
忰
を
よ
う
て
う
ち
ゃ
く
し
た
な
』『
て
う
ち
ゃ
く
は
　
　
　
致
し
ま
せ
ぬ
愛
を
致
し
ま
し
た
』」
＊
浄
瑠
璃
・
頼
朝
伊
豆
日
記
（16
　
　
　
93
頃
）
二
「
い
だ
き
上
、
ち
ぶ
さ
参
ら
せ
か
き
な
で
て
〈
略
〉
な
　
　
　
げ
き
給
へ
ば
若
君
は
、
い
つ
も
の
あ
い
と
お
ぼ
す
る
に
や
」
を
、挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
日
国
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
③
は
、『
室
町
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
❶
の
「
人
を
い
と
お
し
く
思
う
気
持
。
親
子
・
兄
弟
間
な
ど
の
情
愛
。」
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
も
な
い
が
、『
室
町
』
の
❶
は
、
肉
親
間
の
情
愛
に
重
き
が
あ
り
、『
日
国
』
の
③
な
ど
の
「
子
供
な
ど
を
か
わ
い
が
る
こ
と
。」
と
い
う
の
は
、
肉
身
と
は
限
ら
な
い
子
供
一
般
を
指
す
と
思
わ
れ
る
の
で
、『
日
国
』
の
③
な
ど
は
、『
室
町
』
の
❶
と
は
別
義
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
、「
あ
い
（
愛
）」
が
有
し
て
い
る
意
義
と
し
て
は
、
（1）
「
人
を
い
と
お
し
く
思
う
気
持
ち
。
親
子
・
兄
弟
間
な
ど
の
情
愛
。」、
（2）
「
子
供
な
ど
を
か
わ
い
が
る
こ
と
。
愛
撫
（
あ
い
ぶ
）
す
る
こ
と
。
幼
児
を
あ
や
す
こ
と
。」、
（3）
「
あ
る
事
物
に
心
ひ
か
れ
て
、
そ
れ
を
大
切
に
取
り
扱
っ
て
楽
し
む
こ
と
。」
の
三
義
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
三
　
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
の
現
れ
方
　
こ
こ
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
、
数
少
な
い
「
あ
い
（
愛
）」
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
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三・一
　『
落
葉
集
』
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
の
現
れ
方
　
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
辞
書
で
あ
る
『
落
葉
集
』（1598
年
刊
）
に
は
、
掲
出
漢
字
「
愛
」
の
付
訓
と
し
て
「
あ
い
」
が
現
れ
て
い
る
。
①
愛あい
あい
いと
すお
し–
客かく–
河が
…
…
（「
本
篇
」）
②
愛
あち
はか
れし
む
（「
色
葉
字
集
」）
③
愛あい
（「
小
玉
篇
」）
④
自じ
よを
りの
づ
か
ら–
愛あい
…
…
（「
本
篇
」）
こ
れ
ら
の
「
愛
」
の
う
ち
、
①
は
熟
字
の
上
字
を
兼
ね
、
④
は
熟
字
の
下
字
を
兼
ね
て
い
る
が
、①
の
下
訓
の
「
あ
い
す
」、④
の
左
訓
の
「
あ
い
す
」
は
、
明
ら
か
に
単
字
と
し
て
の
用
法
の
み
の
訓
で
あ
る
。
一
方
、
②
と
③
で
は
、
「
あ
い
」
は
②
に
お
い
て
は
「
愛
」
の
左
訓
、
③
に
お
い
て
は
「
愛
」
の
右
訓
の
位
置
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
は
、「
愛
」
と
「
あ
い
」
と
の
結
び
付
き
が
強
い
と
い
う
こ
と
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
　
三・二
　『
妙
貞
問
答
』
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
の
現
れ
方
　
日
本
人
イ
ル
マ
ン
不
干
斎
巴
鼻
庵
の
著
『
妙
貞
問
答
』（1605
年
成
）
は
、
「
上
巻
に
仏
法
、
中
巻
に
儒
道
・
神
道
を
破
し
、
下
巻
に
キ
リ
シ
タ
ン
教
理
を
述
べ
た
護
教
的
カ
テ
キ
ズ
ム
で
あ
る注４
」
が
、
そ
の
上
巻
の
「
天
台
宗
之
事　
付
日
蓮
宗
」
の
と
こ
ろ
と
、「
真
言
宗
之
事
」
の
と
こ
ろ
に
、
ま
と
ま
っ
て
現
れ
て
い
る注５
。
　
ま
ず
「
天
台
宗
之
事　
付
日
蓮
宗
」
の
と
こ
ろ
に
、
四
例
、
　
①
現
在
ノ
三
因
ト
申
ハ
、
一
ツ
ニ
ハ
愛
ト
云
テ
、
十
六
、七
歳
ヨ
リ
婬
欲
　
　
ノ
念
ヲ
起
シ
、
求もとむル
ヲ
申
也
。（
三
一
三
ペ
ー
ジ
）
　
②
三
ニ
ハ
有う
ト
テ
、
彼
愛
、
取
ノ
業ごう
ヲ
ツ
ク
ル
処
ヲ
云
リ
ト
ソ
。（
三
一
三
　
　
ペ
ー
ジ
）
　
③
サ
レ
ハ
、
生
ト
ハ
、
愛
、
取
、
有
ノ
業
ヲ
作
レ
ハ
、
必
か
な
ら
ず
又
前
ニ
識
ト
　
　
云いは
レ
タ
ル
コ
ト
ク
、
生
ヲ
受
ル
者
ア
リ
。（
三
一
三
ペ
ー
ジ
）
　
④
人
ト
云
者
ノ
姿
モ
、
元
来
有
ヘ
キ
物
ニ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、
父
母
ノ
起
ス
　
　
妄
念
、
無
明
行
ヲ
因
ト
シ
、
其
ヨ
リ
識
、
名
色
、
乃ない
し至
、
愛
、
取
、
有
　
　
ナ
ト
ノ
因
縁
ニ
ヒ
カ
レ
テ
コ
ソ
ア
レ
、（
三
一
六
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
、「
真
言
宗
之
事
」
に
は
、
二
例
、
　
⑤
薩
、
王
、
愛
、
喜
、
宝
、
光
、
憧どう
、
咲笑
、
法
、
利
、
因
、
語
、
業
、
護
、
　
　
牙げ
、
拳
、
是
ヲ
十
六
大
菩
薩
ト
云
。（
三
三
五
ペ
ー
ジ
）
　
⑥
譬
ハ
、
愛
ヲ
起
セ
ハ
愛
菩
薩
、
欲
ヲ
起
セ
ハ
欲
菩
薩
、
歌
ハ
歌
菩
薩
、
　
　
舞
ハ
舞
菩
薩
、
ト
云
カ
コ
ト
シ
。（
三
三
五
ペ
ー
ジ
）
と
見
え
る
。「
天
台
宗
之
事　
付
日
蓮
宗
」
の
用
例
に
よ
れ
ば
、「
あ
い
（
愛
）」
は
、「
婬
欲
ノ
念
」
か
ら
生
じ
る
煩
悩
で
あ
り
、
次
の
段
階
と
し
て
「
二
ニ
ハ
取しゆ
ト
テ
、
ヨ齢ワ
ヒ
サ
カ
ン
ナ
ル
ニ
随
テ
愛
念
ニ
著
シ
、
是
ヲ
専
も
っ
ぱ
らニ
ト
ル
」
（
三
一
三
ペ
ー
ジ
）
よ
う
に
な
り
、「
愛
」
が
、「
有う
」
と
い
う
「
取しゆ
ノ
業
」
を
作
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
父
母
ノ
起
ス
妄
念
、無
明
行
」
が
、「
愛
」、「
取
」、
「
有
」
の
根
元
と
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、「
愛
」
は
欲
望
（
愛
欲
）
と
捉
え
い
つ
く
し
む
い
つ
く
し
む
あ
い　
よ
し
い
つ
く
し
む
み
づ
か
ら
ま
れ
び
と
か
は
あ
い
す
35
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。「
真
言
宗
之
事
」
に
あ
る
、
⑤
、
⑥
の
二
例
は
、
「
天
台
宗
之
事　
付
日
蓮
宗
」
で
の
、「
あ
い
（
愛
）」
の
規
定
を
踏
ま
え
て
の
言
及
で
あ
り
、
⑤
、
⑥
の
場
合
も
、
欲
望
（
愛
欲
）
と
し
て
「
あ
い
（
愛
）」
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
〈
欲
望
（
愛
欲
）〉
の
意
義
は
、『
室
町
』
の
、「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
の
語
義
と
し
て
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
『
日
国
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
の
、
　
　
②
仏
語
。
㋑
十
二
因
縁
の
一
つ
。
も
の
を
貪
（
む
さ
ぼ
）
り
執
着
す
る
　
　
こ
と
。
欲
愛
（
性
欲
）・
有
愛
（
生
存
欲
）・
非
有
愛
（
生
存
を
否
定
す
　
　
る
欲
）
の
三
愛
そ
の
他
が
あ
る
。
＊
正
法
眼
蔵
（1231
―53
）
仏
教
　
　
「
十
二
因
縁
と
い
ふ
は
、
一
者
無
明
、
二
者
行
、
三
者
識
、
四
者
名
色
　
　
（
み
ゃ
う
し
き
）、
五
者
六
入
、
六
者
触
、
七
者
受
、
八
者
愛
、
九
者
取
、
　
　
十
者
有
、十
一
者
生
、十
二
者
老
死
」
＊
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
（
鎌
　
　
倉
中
）
二
・
譬
喩
品
第
三
「
も
し
貪
着
し
て
愛
（
ア
イ
）
を
な
さ
ば
、
　
　
す
な
は
ち
た
め
に
や
か
れ
な
ん
」
＊
倶
舎
論–
九
「
在
二　
婬
愛
前
一　
受
、
　
　
貪
二　
資
具
婬
一　
愛
」
の
語
義
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。『
日
国
』
で
は
、
国
内
文
献
の
用
例
と
し
て
は
、『
正
法
眼
蔵
』（1231
―53
年
成
）
と
、『
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
』（
鎌
倉
中
期
成
）
か
ら
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、『
妙
貞
問
答
』
に
「
あ
い
（
愛
）」
の
六
例
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
七
世
紀
初
期
の
文
献
に
も
使
用
例
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
室
町
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
に
も
、
新
た
に
、
仏
教
語
と
し
て
の
〈
欲
望
（
愛
欲
）〉
の
語
義
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、『
室
町
』
に
は
、「
あ
い
（
愛
）」
の
動
詞
形
の
「
あ
い
す
（
愛
す
）」
に
つ
い
て
は
、
次
の
語
義
を
掲
げ
て
い
る
。
　
　
あ
い
・
す
［
愛
す
］（
動
サ
変
）「
愛あい
あす
い
」（
落
葉
）
人
や
動
物
な
ど
の
生
き
物
に
対
し
て
心
が
強
く
ひ
か
れ
、
そ
れ
を
と
て
も
か
わ
い
く
思
う
。
ま
た
、
そ
の
気
持
を
そ
の
も
の
に
対
す
る
態
度
・
行
動
の
上
に
表
わ
す
。「Aixi, suru, ita. 
（
ア
イ
シ
、
ス
ル
、
シ
タ
）。「
愛
イ
ツ
ク
シ
ミ
、
ム
」。
か
わ
い
が
る
、
ま
た
、
愛
し
て
い
る
し
る
し
を
外
に
表
わ
す
」（
日
葡
）
❶
幼
い
者
・
目
下
の
者
や
動
物
に
対
し
て
、
い
つ
く
し
み
の
心
を
持
ち
、
か
わ
い
が
る
。「
唐
人
豕イノ
コヲ
カ
ウ
ハ
、
用
ノ
時
殺
シ
テ
ク
ワ
ン
為
也
。
愛
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
愛
シ
テ
不　ンバレ　
敬
珍
禽
奇
獣
ヲ
バ
愛
シ
テ
カ
ヘ
ド
モ
敬
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」（
応
永
本
論
語
抄
為
政
）「
二
人
の
幼おさあ
い
人
を
あ
ひ
し
た
る
女
人
あ
り
」（
短
編
＝
ひ
し
や
も
ん
の
本
地
中　
）
❷
特
に
、
異
性
を
寵
愛
す
る
。「
趙
幽
王
友
ハ
諸
呂
女
ヲ
為
レ　
后
不
レ　
愛
シ
テ
他
姫
ヲ
愛
シ
タ
ホ
ド
ニ
諸
呂
女
ガ
怒
去
テ
」（
史
記
抄
十
四
）「
在
京
の
程
召
使
は
れ
候
へ
と
て
優いう
な
る
女
房
を
一
人
つ
か
は
し
け
り
。
…
岡
部
在
京
の
程
愛
し
て
比
翼
連
理
の
思
ひ
を
な
し
け
れ
ば
、
程
な
く
子
を
一
人
ま
う
け
た
り
」
（
短
編
＝
京
大
本
花
み
つ
）
❸
愛
情
を
行
為
に
表
わ
し
て
、
特
に
相
手
の
身
体
に
ふ
れ
る
。愛
撫
す
る
。「
夜
に
も
な
れ
ば
、そ
の
内
に
て
、
わ
れ
ら
を
集
め
あ
ひ
せ
さ
せ
、
足あし
手て
を
さ
す
ら
せ
、
起
き
臥
し
申
が
」（
短
編
＝
酒
呑
童
子
）「
お
に
そ
の
間
に
子
を
あ
ひ
す
る
事
ふ
36
ん
べ
つ
あ
る
べ
し
。
い
ろ
い
ろ
に
な
ぶ
る
べ
し
」（
狂
言
六
義
＝
鬼
の
継
子
）
あ
る
事
物
や
状
態
の
価
値
を
認
め
て
、
そ
れ
を
愛
好
す
る
。
❶
事
態
の
す
ぐ
れ
た
点
に
心
を
ひ
か
れ
て
、
そ
れ
を
好
ま
し
く
思
い
、
賞
美
す
る
。「
巵
言
ハ
巵
ハ
サ
カ
ヅ
キ
ナ
リ
。
酒
ヲ
バ
旨
酒
ト
テ
ウ
マ
イ
ト
テ
人
ガ
飲
タ
ガ
ル
ゾ
。
飲
バ
味
ガ
ア
ル
ゾ
。
此
詞
ヲ
愛
シ
テ
味
ノ
ア
ル
心
デ
巵
言
ト
云
ゾ
」（
荘
子
抄
一　
）「
項
王
白
璧
ヲ
受
テ
、
誠
ニ
天
下
ノ
重
宝
也ト
感
悦
シ
テ
、
座
上
ニ
置
テ
自ジ
愛アイ
シ
給
フ
事
無
レ　
類
」（
太
平
記
廾巷
八南
、方
慧合
源体
禅亊
）
❷
強
く
興
味
を
ひ
か
れ
る
事
物
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
と
親
し
く
取
組
む
こ
と
を
楽
し
む
。
し
ば
し
ば
執
着
す
る
気
持
を
表
わ
す
。「
自
分
が
興
味
を
感
ず
る
も
の
を
大
事
に
し
て
、楽
し
む
。「
花
ヲ
愛
ス
ル
」。
花
を
見
て
楽
し
む
」
（
日
葡
）「
庭
前
ニ
犬
共
集
テ
嚙
合
ヒ
ケ
ル
ヲ
見
テ
、
此
禅
門
面
白
キ
事
ニ
思
テ
、是
ヲ
愛
ス
ル
事
骨
髄
ニ
入
レ
リ
」（
太
平
記
五田
、楽相并
模闘
入犬
道事
弄
）
「
又
い
づ
く
と
も
し
ら
ず
若
き
男
来
り
、
某
か
酒
を
愛
す
る
者
の
候
」
（
謡
＝
松
虫
）「
中
将
と
し
久
し
く
笛
を
あ
ひ
し
て
吹
き
し
な
り
」（
短
編
＝
青
葉
の
笛
）
『
室
町
』の「
あ
い
す（
愛
）」の
語
義
の
う
ち
、
 
❷
と
❸
が
、『
妙
貞
問
答
』「
あ
い
（
愛
）」
の
意
義
に
対
応
す
る
動
詞
「
あ
い
す
（
愛
す
）」
の
意
義
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
三・三
　『
太
平
記
抜
書
』
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
の
現
れ
方
　
軍
記
物
語
の
『
太
平
記
』（
十
四
世
紀
後
半
）
を
抜
粋
し
て
出
版
さ
れ
た
『
太
平
記
抜
書
』（1610
年
ま
で
の
成
立
）
に
は
、「
あ
い
（
愛
）」
は
、
一
例
存
す
る
。
　
　
親
に
も
超
て
む
つ
ま
し
き
は
同
氣
兄
弟
の
愛
也
（
巻
第
五
「
師
直
師
泰
　
　
出
家
事
付
薬
師
寺
遁
世
事
」）
こ
の
例
は
、『
室
町
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
の
❶
に
お
い
て
、『
太
平
記
』
巻
二
九
か
ら
引
か
れ
て
い
る
用
例
と
、
表
記
は
異
な
る
も
の
の
、
同
一
の
文
で
あ
る
。
ま
た
、『
太
平
記
抜
書
』
の
原
拠
本
と
思
し
い
「
慶
長
八
年
刊
古
活
本
」
で
も
、
　
　
親
ニ
モ
超
テ
ム
ツ
マ
シ
キ
ハ
、
同ドウ
氣キ
兄
弟
ノ
愛
也
。（「
師
直
師
泰
出
家
　
　
事
付　
藥
師
寺
遁
世
事
」
巻
二
九
・『
太
平
記
三
』
一
三
六
ペ
ー
ジ注６
）
と
、
や
は
り
同
一
の
文
で
あ
る
。
　
『
太
平
記
抜
書
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
当
該
例
の
場
合
、「
ど
う
き
（
同
気
）」
の
意
味
が
問
題
と
な
る
が
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典　
室
町
時
代
編
』
第
四
巻
（2000
年
刊
・
三
省
堂
）
の
「
ど
う
き
（
同
気
）」
の
項
目
に
は
、
　
　
ど
う
き
［
同
気
］
そ
れ
ぞ
れ
が
、
と
も
に
同
じ
気
持
、
気
質
を
持
っ
た
　
　
　
者
ど
う
し
で
あ
る
こ
と
。
特
に
、
親
子
・
兄
弟
な
ど
の
間
柄
に
い
う
。
　
　
　
「
同ドウ
気キ
」（
広
本
節
用
）「
同ドウ
気キ
兄
弟
名
」（
永
祿
五
節
用
）「
外
ヘ
行
ト
テ
、
　
　
　
父
母
ニ
云
テ
行
ハ
、
同
気
相
感
故
也
。
父
母
ホ
ド
同
気
々
質
ノ
者
ハ
　
　
　
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」（
応
永
本
論
語
抄
里
仁
）「
同
声 
同 
気—
ハ
易
ニ
ア
　
　
　
リ
。
…
同
気
相
求
ハ
、
同
ジ
類
ナ
者
、
類
ヲ
モ
イ
ヲ
シ
テ
一
所
エ
ヨ
　
　
　
ル
者
ナ
リ
」（
玉
塵
一
）「
親
ニ
モ
超
テ
ム
ツ
マ
シ
キ
ハ
、
同
気
〈
平
ス
ム
、ト
ウ
37
　
　
　
仮
名
「
と
う
き
」〉
兄
弟
ノ
愛
也
。
子
ニ
モ
不
レ　
劣
ナ
ツ
カ
シ
キ
ハ
、
　
　
　
多
年
主
従
ノ
好
也
」（
太
平
記
廾師
九泰
、出
師家
直事
）
と
あ
り
、
こ
の
語
は
漢
籍
と
結
び
つ
き
が
強
い
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
節
用
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
程
度
は
流
布
し
て
い
た
語
で
あ
ろ
う
。
　
「
ど
う
き
（
同
気
）」
が
、
少
な
く
と
も
室
町
時
代
に
は
、
同
じ
気
持
ち
を
持
っ
た
者
同
士
で
あ
る
こ
と
、
特
に
親
子
・
兄
弟
な
ど
の
間
柄
に
対
し
て
言
う
と
す
れ
ば
、『
太
平
記
抜
書
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
使
用
例
は
、〈
兄
弟
間
の
情
愛
〉
の
意
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
室
町
時
代
に
「
あ
い
（
愛
）」
の
語
義
と
し
て
、
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
意
義
で
あ
る
。
　
四
　
お
わ
り
に
　
以
上
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
、
漢
語
名
詞
と
し
て
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
用
例
は
、
非
常
に
少
な
い
。
し
か
も
、
用
例
の
存
す
る
文
献
も
、『
落
葉
集
』、『
妙
貞
問
答
』、『
太
平
記
抜
書
』
に
限
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
に
関
わ
る
も
の
は
な
い
。
　
ま
ず
、『
落
葉
集
』
に
は
、
単
字
漢
語
と
し
て
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
存
在
を
示
す
と
見
做
せ
る
例
が
四
例
あ
る
も
の
の
、
意
義
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
　
『
妙
貞
問
答
』
に
は
、「
あ
い
（
愛
）」
は
、
六
例
存
す
る
。
そ
れ
ら
六
例
は
、
い
ず
れ
も
〈
欲
望
（
愛
欲
）〉
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。〈
欲
望
（
愛
欲
）〉
の
意
義
は
、『
室
町
』
で
は
、「
あ
い
（
愛
）」
の
語
義
と
し
て
は
、
立
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
確
認
で
き
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、『
室
町
』
の
「
あ
い
（
愛
）」
の
項
目
に
新
た
に
、
仏
教
語
の
用
法
と
し
て
語
義
を
立
て
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。『
妙
貞
問
答
』
は
、
仏
法
な
ど
の
反
駁
の
書
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
仏
教
思
想
に
根
本
的
に
関
わ
る
煩
悩
の
一
つ
で
あ
る
〈
欲
望
（
愛
欲
）〉
と
し
て
の
「
あ
い
（
愛
）」
に
つ
い
て
、
比
較
的
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
六
例
も
用
例
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
以
外
の
こ
の
時
期
の
国
内
文
献
か
ら
も
、
仏
教
用
語
と
し
て
の
、「
あ
い
（
愛
）」
の
使
用
例
を
見
出
せ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
　
『
太
平
記
抜
書
』
に
は
、「
あ
い
（
愛
）」
は
、一
例
の
み
存
す
る
。
こ
れ
は
、
〈
兄
弟
間
の
情
愛
〉
の
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、『
室
町
』
に
も
、「
あ
い
（
愛
）」
の
語
義
と
し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
る
意
義
で
あ
る
。『
太
平
記
抜
書
』
の
当
該
例
は
、
原
拠
本
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。『
太
平
記
抜
書
』
の
抜
き
書
き
の
し
か
た
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
の
あ
り
か
た
の
反
映
が
う
か
が
え
る注７
と
言
わ
れ
て
お
り
、
当
該
例
の
〈
兄
弟
間
の
情
愛
〉
と
い
う
意
義
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
に
は
抵
触
し
な
い
と
い
う
判
断
に
よ
っ
て
、こ
の
箇
所
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
は
相
容
れ
な
い
は
ず
の
と
こ
ろ
の
「
あ
い
（
愛
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、『
妙
貞
問
答
』
に
お
い
て
は
、
ま
さ
し
く
否
定
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、『
太
平
記
抜
書
』
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
は
抵
触
し
な
い
用
語
と
見
做
さ
れ
て
、
許
容
さ
れ
て
い
る
わ
け
38
で
あ
る
。
　
「
あ
い
（
愛
）」（「
あ
い
す
（
愛
す
）」）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
を
指
す
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る注８
よ
う
に
近
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
注
１　
フ
ー
ベ
ル
ト
・
チ
ー
ス
リ
ク
「
キ
リ
シ
タ
ン
宗
教
文
学
の
霊
性
」『
キ
　
　
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』
第
一
八
年
第
四
号
（
一
九
七
七
年
一
二
　
　
月
）、
後
に
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
理
書
』（
教
文
館
・
一
九
九
三
年
刊
）
に
　
　
再
録
、
小
島
幸
枝
「
た
い
せ
つ
（
大
切
）」『
講
座
日
本
語
の
語
彙
』
第
　
　
一
〇
巻
（
明
治
書
院
・
一
九
八
三
年
刊
）。
注
２　
「
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
「
お
ん
あ
い
（
恩
愛
）」
―
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
　
　
に
お
け
る
「
あ
い
（
愛
）」
の
一
考
察
と
し
て
―
」（『
藤
女
子
大
学
国
　
　
文
学
雑
誌
』
第
九
三
号
・
二
〇
一
五
年
一
一
月
）。
注
３　
『
室
町
』
以
外
の
主
要
な
国
語
大
辞
典
・
古
語
大
辞
典
で
は
、「
あ
い
　
　
（
愛
）」
の
項
目
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
『
日
本
国
語
大
辞
典　
第
二
版
』
第
一
巻
（2001
年
刊
・
小
学
館
）
　
　
に
は
、
　
　
　
　
あ
い
【
愛
】〘
名
〙
①
親
子
、兄
弟
な
ど
が
互
い
に
か
わ
い
が
り
、
い
つ
く
し
み
あ
う
心
。
い
つ
く
し
み
。
い
と
お
し
み
。
＊
万
葉
集
（
８
ｃ
後
）
五
・
八
〇
二
・
題
詞
「
釈
迦
如
来
〈
略
〉
又
説
、
愛
無
レ
過
レ
子
、
至
極
大
聖
、
尚
有
二
愛
レ
子
之
心
一
」
＊
梁
塵
秘
抄（1179
頃
）二
・
四
句
神
歌「
遊
女（
あ
そ
び
）の
好
む
も
の
、
雜
芸
（
ざ
ふ
げ
い
）
鼓
（
つ
づ
み
）
小
端
舟
（
こ
は
し
ぶ
ね
）、
簦
（
お
ほ
が
さ
）
翳
（
か
ざ
し
）
艫
取
女
（
と
も
と
り
め
）、
男
の
あ
い
祈
る
百
大
夫
」
＊
太
平
記
（
14
ｃ
後
）
二
九
・
師
直
師
泰
出
家
事
「
親
に
も
超
（
こ
え
）
て
む
つ
ま
し
き
は
、
同
気
兄
弟
の
愛
（
ア
イ
）
な
り
」
＊
童
子
問
（1707
）
上
・
四
五
「
問
、
仁
畢
竟
止
二
於
愛
一
歟
。
曰
、
畢
竟
止
二
於
愛
一
。
愛
実
徳
也
。
非
レ
愛
則
無
三
以
見
二
其
徳
一
也
」
＊
吾
輩
は
猫
で
あ
る
（1905
―06
）〈
夏
目
漱
石
〉
一
「
ど
う
し
て
も
我
等
猫
族
が
親
子
の
愛
（
あ
い
）
を
完
（
ま
っ
た
）
く
し
て
美
し
い
家
族
的
生
活
を
す
る
に
は
」
＊
孝
経–
聖
治
章
「
聖
人
因
レ
厳
以
教
レ
敬
、
因
レ
親
以
教
レ
愛
」
②
仏
語
。
㋑
十
二
因
縁
の
一
つ
。
も
の
を
貪
（
む
さ
ぼ
）
り
執
着
す
る
こ
と
。
欲
愛
（
性
欲
）・
有
無
（
生
存
欲
）・
非
有
愛
（
生
存
を
否
定
す
る
欲
）
の
三
愛
そ
の
他
が
あ
る
。
＊
正
法
眼
蔵（1231
―53
）仏
教「
十
二
因
縁
と
い
ふ
は
、
一
者
無
明
、
二
者
行
、
三
者
識
、
四
者
名
色
（
み
ゃ
う
し
き
）、
五
者
六
入
、
六
者
触
、
七
者
受
、
八
者
愛
、
九
者
取
、
十
者
有
、
十
一
者
生
、
十
二
者
老
死
」
＊
妙
一
本
仮
名
書
き
法
華
経
（
鎌
倉
中
）
二
・
譬
喩
品
第
三
「
も
し
貪
着
し
て
愛
（
ア
イ
）
を
な
さ
ば
、
す
な
は
ち
た
め
に
や
か
れ
な
ん
」
＊
倶
舎
論–
九
「
在
二
婬
愛
前
一
受
、
貪
二
資
具
婬
一
愛
」
㋺
浄
・
不
浄
の
二
種
の
愛
。
法
愛
と
欲
愛
、
善
愛
と
不
善
愛
な
ど
を
い
う
。
＊
北
本
涅
槃
経–
一
三
「
愛
有
二
二
種
一
。
一
者
善
愛
。
二
者
不
善
愛
。
39
不
善
愛
者
唯
愚
求
之
善
法
愛
者
諸
菩
求
」
＊
大
昆
婆
沙
論–
二
九
「
愛
有
二
二
種
一
。
一
染
汚
、
謂
貧
。
二
不
染
汚
。
謂
、
信
」
③
子
供
な
ど
を
か
わ
い
が
る
こ
と
。
愛
撫
（
あ
い
ぶ
）
す
る
こ
と
。
幼
児
を
あ
や
す
こ
と
。
＊
鷺
伝
右
衛
門
本
狂
言
・
縄
綯（
室
町
末
―
近
世
初
）「『
其
上
忰
を
よ
う
て
う
ち
ゃ
く
し
た
な
』『
て
う
ち
ゃ
く
は
致
し
ま
せ
ぬ
愛
を
致
し
ま
し
た
』」
＊
浄
瑠
璃
・
頼
朝
伊
豆
日
記(1693
頃
）
二
「
い
だ
き
上
、
ち
ぶ
さ
参
ら
せ
か
き
な
で
て
〈
略
〉
な
げ
き
給
へ
ば
若
君
は
、
い
つ
も
の
あ
い
と
お
ぼ
す
る
に
や
」
④
（
品
物
な
ど
に
）
ほ
れ
こ
ん
で
大
切
に
思
う
こ
と
。
秘
蔵
し
て
愛
玩
（
あ
い
が
ん
）
す
る
こ
と
。
＊
俳
諧
・
矢
橋
家
資
料–
天
和
二
年
歌
仙
（1616
）「
三
（
み
つ
）
の
愛
あ
り
団
（
う
ち
は
）
と
香
と
尺
八
と
〈
暁
雲
〉
涼
州
竹
の
物
干
を
序
す
〈
麋
塒
〉」
＊
咄
本
・
醒
睡
笑
（1628
）
八
「
慈
照
院
殿
、愛
に
思
召
さ
る
る
壺
あ
り
」
＊
俳
諧
・
炭
俵
（1694
）
下
「
と
う
が
ら
し
〈
略
〉
か
れ
が
愛
を
う
く
る
や
、
石
台
に
の
せ
ら
れ
て
、
竹
椽
の
は
し
の
か
た
に
あ
る
は
、
上
々
の
仕
合
な
り
」
⑤
顔
だ
ち
や
態
度
な
ど
が
か
わ
い
ら
し
く
て
人
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
。
あ
い
き
ょ
う
。
＊
浮
世
草
子
・
風
流
曲
三
味
線
（1706
）
二
・
三
「
都
に
名
高
き
芸
子
瀬
川
竹
之
丞
と
い
へ
る
美
君
に
、
今
す
こ
し
愛
（
ア
イ
）
の
増
た
る
生
れ
つ
き
」
＊
浄
瑠
璃
・
信
州
姥
捨
山
（1730
）
四
「
扨
（
さ
て
）
愛
（
ア
イ
）
の
あ
る
殿
様
、
ア
ノ
可
愛
ら
し
い
顔
付
で
は
、
勾
当
の
内
侍
が
靡
か
ぬ
も
道
理
々
々
」
＊
浮
世
草
子
・
当
世
芝
居
気
質
（1777
）
三
・
一「
し
ぞ
こ
な
ひ
が
却
て
愛（
ア
イ
）に
な
り
て
の
大
評
判
」
＊
椀
久
物
語
（1899
）〈
幸
田
露
伴
〉
三
「
色
が
白
う
て
、
髪
が
美
う
て
、
目
に
何
と
も
云
へ
ぬ
愛
が
あ
っ
て
、
口
つ
き
が
尋
常
で
」
⑥
人
と
の
応
対
が
柔
ら
か
い
さ
ま
。
あ
い
そ
。
＊
浮
世
草
子
・
好
色
二
代
男
（1684
）
三
・
二
「
ま
ね
け
ば
う
な
づ
く
、
笑
へ
ば
あ
い
を
な
し
、
い
つ
と
な
く
消
（
き
へ
）
に
け
る
」
＊
雑
俳
・
若
紫
（1741
―44
）「
細
工
名
人
愛
の
無
い
顔
」
＊
滑
稽
本
・
浮
世
風
呂
（1809
―13
）
四
・
中
「
向
の
嚊
（
か
か
）
や
隣
の
児
（
い
と
）
な
ぞ
対
手
（
あ
ひ
て
）
に
し
て
、
あ
ほ
う
口
を
た
た
け
ば
、夫
（
そ
れ
）
が
愛
（
ア
イ
）
に
為
（
な
っ
）
て
」
⑦
キ
リ
ス
ト
教
で
、
神
が
人
類
の
す
べ
て
を
無
限
に
い
つ
く
し
む
こ
と
。
ま
た
、
神
の
持
っ
て
い
る
よ
う
な
私
情
を
離
れ
た
無
限
の
慈
悲
。
→
ア
ガ
ペ
ー
。
＊
詩
人
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
（1890
）
〈
植
村
正
久
〉「
我
は
上
帝
を
信
じ
真
理
を
信
じ
愛
を
信
ず
る
な
り
と
」
＊
基
督
信
徒
の
慰
（1893
）〈
内
村
鑑
三
〉
三
「
嗚
呼
真
理
な
る
神
よ
、
願
く
は
余
を
し
て
永
久
の
愛
に
於
て
爾
（
な
ん
ぢ
）
と
一
な
ら
し
め
よ
」
＊
欺
か
ざ
る
の
記
（1908
―09
）
〈
国
木
田
独
歩
〉
明
治
二
八
年
六
月
二
七
日
「
愛
に
み
ち
給
ふ
神
よ
。
吾
が
心
の
苦
し
み
を
取
り
去
り
給
へ
」
⑧
男
女
が
互
い
に
い
と
し
い
と
思
い
合
う
こ
と
。異
性
を
慕
わ
し
く
思
う
こ
と
。
恋
愛
。
ラ
ブ
、
ま
た
一
般
に
、
相
手
の
人
格
を
認
識
し
理
解
し
40
て
、
い
つ
く
し
み
慕
う
感
情
を
い
う
。
＊
舞
姫
（1890
）〈
森
鷗
外
〉「
貧
き
が
中
に
も
楽
し
き
は
今
の
生
活
。
棄
て
難
き
は
エ
リ
ス
が
愛
」
＊
う
も
れ
木
（1892
）〈
樋
口
一
葉
〉
六
「
何
と
せ
ば
永
世
不
滅
の
愛
を
得
て
、
我
れ
も
君
様
も
完
全
の
世
の
過
ぐ
さ
る
べ
き
と
、
欲
は
次
第
に
高
ま
り
て
」
＊
吾
輩
は
猫
で
あ
る
（1905
―06
）〈
夏
目
漱
石
〉
二
「
相
互
を
残
り
な
く
解
す
る
と
い
ふ
が
愛
の
第
一
義
で
あ
る
」
語
誌 
（1）
「
愛｣
字
は
、
ご
く
古
い
時
期
に
は
、
仏
教
語
と
し
て
の
用
法
を
除
い
て
、「
う
る
は
し
」「
め
ぐ
し
」「
う
つ
く
し
」
な
ど
と
訓
読
み
す
る
こ
と
が
多
く
、
も
っ
ぱ
ら
身
近
な
人
間
、
主
と
し
て
親
子
・
夫
婦
な
ど
の
肉
親
の
愛
情
の
さ
ま
を
表
わ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（2）
中
古
以
降
は
音
読
み
に
「
愛
」
が
漢
語
と
し
て
定
着
し
、「
愛
す
る
」
の
動
詞
用
法
と
と
も
に
、
人
に
好
感
を
与
え
る
魅
力
を
表
わ
す
用
法
な
ど
も
生
じ
た
。
中
世
以
降
は
、
仏
教
的
な
、
排
斥
さ
れ
超
克
さ
れ
る
べ
き
煩
悩
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
近
世
の
終
わ
り
頃
ま
で
続
く
。
明
治
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
西
洋
風
の
観
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
、「
愛
」
は
再
び
種
々
の
愛
情
の
相
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
　
　
　
小
学
館
の
『
古
語
大
辞
典
』（1985
年
刊
・
小
学
館
）
に
は
、
　
　
　
　
あ
い【
愛
】〔
名
〕①
仏
教
語
。
激
し
い
妄
念
。
執
着
と
し
て
の
愛
着
。
「
―
―
に
ま
と
は
る
る
事
（
から
づ
）の
旋（
はこ
び
）る
が
ご
と
し
」〈
性
霊
集
・
一
〉。
②
男
女
間
の
愛
情
。「
女
、
―
―
の
心
に
堪
へ
ず
し
て
、
東
人
を
恋
ひ
悲
し
ん
で
」〈
今
昔
・
一
六
・
一
四
〉。
③
愛
玩
す
る
こ
と
。
愛
着
を
持
つ
こ
と
。「
慈
照
院
殿
、
―
―
に
お
ぼ
し
召
さ
る
る
壺
あ
り
」〈
咄
・
醒
睡
笑
・
八
〉。
④
幼
い
者
を
か
わ
い
が
る
こ
と
。
愛
撫
。「
打
擲
（
ちち
やや
うく
）
は
致
し
ま
せ
ぬ
。
―
―
を
致
い
て
ご
ざ
る
」〈
鷺
流
狂
言
・
縄
綯
ひ
〉。「（
若
君
ヲ
）
抱
き
上
げ
…
…
嘆
き
給
へ
ば
、
若
君
は
い
つ
も
の
―
―
と
お
ぼ
す
る
に
や
」〈
浄
・
頼
朝
伊
豆
日
記
・
二
〉。
⑤
愛
ら
し
さ
。
か
わ
い
ら
し
さ
。
あ
い
き
ょ
う
。
愛
想
。「
思
ひ
入
れ
の
浅
か
ら
ぬ
し
る
し
を
見
せ
ん
と
、
招
け
ば
う
な
づ
く
、
笑
へ
ば
―
―
を
な
し
」〈
浮
・
諸
艶
大
鑑
・
三
〉。「
さ
て
、
―
―
の
あ
る
殿
様
、
あ
の
か
は
い
ら
し
い
顔
つ
き
で
は
、
勾
当
の
内
侍
が
（
コ
チ
ラ
ニ
）
靡
（
なび
）
か
ぬ
も
道
理
」〈
浄
・
信
州
姥
捨
山
・
四
〉
→
あ
い
す
　
　
　
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
第
一
巻
（1982
年
刊
・
角
川
書
店
）
に
は
、
　
　
　
　
あ
い
【
愛
】
名
　
梵
語 pìya　
❶
仏
語
。
自
己
・
血
族
・
親
族
に
対
す
る
血
族
的
愛
情
。
ま
た
、
苦
を
避
け
、
常
に
楽
し
み
た
い
と
す
る
欲
望
な
ど
。「
十
二
因
縁
と
い
ふ
は
、
一
者
無
明
…
八
者
愛
」〔
正
法
眼
蔵
・
仏
教
〕
❷
仏
語
。
激
し
い
欲
望
。
渇
愛
（
かあ
つい
）。「
愛
に
纏
は
る
る
こ
と
葛
の
旋
る
が
如
し
」〔
性
霊
集
・
一
〕
❸
他
に
対
す
る
愛
情
、
い
つ
く
し
み
の
心
。
㋑
広
く
人
間
や
生
物
に
対
す
る
愛
情
。「
亦
其
臣
共
の
上
下
と
も
に
道
た
る
を
感
じ
悦
び
、
な
を
心
中
に
愛
満
て
、
し
ば
ら
く
は
言
葉
41
も
な
く
、
唯
其
面
を
視
た
る
ば
か
り
は
、
な
を
大
ひ
な
る
謙
也
」
〔
微
味
幽
玄
考
・
三
〕
㋺
親
子
・
兄
弟
の
い
つ
く
し
み
合
う
心
。
「
愛
は
子
に
過
ぐ
る
無
し
」〔
万
葉
・
八
〇
二
題
詞
〕「
親
に
も
超
て
む
つ
ま
し
き
は
、
同
気
兄
弟
の
愛
也
」〔
太
平
記
・
二
九
〕
㋩
男
女
が
愛
し
合
う
こ
と
。
恋
愛
。「
あ
そ
び
の
好
む
も
の
…
男
の
愛
祈
る
百
大
夫
」〔
梁
塵
秘
抄
・
四
句
神
歌
〕「
お
家
請
代
の
旧
臣
越
中
次
郎
兵
衛
盛
次
が
女
房
桜
木
、
跡
に
続
て
上
総
五
郎
兵
衛
忠
光
が
妻
の
若
草
、
愛
あい
に
愛
持
二
人
連
」〔
源
平
布
引
滝
・
一
〕
㋥
世
間
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
る
こ
と
。
寵
愛
（
ちあ
ょい
う
）。
「
世
の
愛
を
産
け
ん
人
の
御
粧
」〔
元
禄
風
韵
〕
❹
愛
玩
す
る
こ
と
。
愛
好
す
る
こ
と
。「
か
れ
が
愛
を
う
く
る
や
、
石
台
に
の
せ
ら
れ
て
、
竹
椽
の
は
し
の
か
た
に
あ
る
は
、
上
々
の
仕
合
な
り
」〔
炭
俵
・
下
〕「
三
の
愛
あ
り
団
と
香
と
尽
八
と
」〔
筆
の
し
み
づ
〕
❺
愛
敬
（
あや
いう
き
）
に
同
じ
。「
都
に
名
高
き
芸
子
瀬
川
竹
之
丞
と
い
へ
る
美
君
に
、
今
す
こ
し
愛
あひ
の
増
まし
た
る
生
れ
つ
き
」〔
風
流
曲
三
味
線
・
二
・
三
〕
❻
あ
い
そ
。
お
せ
じ
。
ま
た
、
表
情
や
声
を
つ
く
っ
て
幼
児
を
あ
や
す
こ
と
。「
ま
ね
け
ば
う
な
づ
く
、
笑
わら
へ
ば
あ
い
を
な
し
」〔
二
代
男
・
三
・
二
〕「
向
の
嚊
かゝ
や
隣
の
児
いと
な
ぞ
対
手
あて
ひ
に
し
て
、
あ
ほ
う
口
た
ゝ
け
ば
、
夫
それ
が
愛
あい
に
な
つ
て
、
能
よう
気
きい
付
つけ
て
く
れ
る
は
い
」〔
浮
世
風
呂
四
・
中
〕
❼
風
情
。
お
も
お
き
。「
鶏
頭
の
愛
な
き
窓
に
う
ち
折
て
」〔
智
周
発
句
集
〕
❽
最
愛
の
妻
。「
愛
を
捨
子
を
捨
毗
廬
遮
阿
毗
羅
吽
（
びび
るら
しう
やん
あ
）」〔
俳
諧
次
韻
〕
　
　
　
『
古
語
大
鑑
』
第
一
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
一
年
刊
）
に
は
、
　
　
　
　
ア
イ
【
愛
】（
因
レ
親
以
教
レ
愛
〔
孝
経
・
聖
治
章
〕）
①
親
子
・
男
女
な
ど
、
人
間
関
係
の
上
で
、
相
手
を
深
く
思
い
、
い
と
お
し
む
こ
と
。
又
、
そ
の
思
い
。
慈
し
み
。「
又
説
、
愛
無
レ
過
レ
子
［
万
五
・
八
〇
二
題
詞
］。
似
二
移
レ
愛
妾
人
前
哭
一
、
同
二
失
レ
時
臣
意
外
歌
一
〔
菅
家
文
草
四
・
二
五
二
〕。
勝
事
〈
か
つ
こ
と
〉
を
求
〈
も
と
む
る
〉
時
〈
と
き
〉
は
、
愛
〈
あ
ひ
〉
を
兵
〈
へ
い
〉
に
い
た
す
〔
保
元
上
九
二
16
〕」
②
満
た
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
欲
し
い
と
思
う
こ
と
。
又
、
そ
の
心
。
渇
愛
。
十
二
因
縁
の
一
と
も
な
っ
た
。「
上
第
二
問
云
二
其
生
久
如
一
、
今
答
言
二
従
レ
癡
有
レ
愛
、
即
我
病
生
一
者
〔
維
摩
上
宮
疏
下
一
・
四
八
下
17
〕。
い
み
じ
き
智
者
も
し
ぬ
る
お
（
を
）
り
は
、
み
つ
の
あ
ひ
（
い
）
を
こ
そ
、
お
こ
す
な
れ
［
栄
花
三
〇・一
五
３
］」
　
　
と
あ
る
。
注
４　
海
老
沢
有
道
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
理
書
』（
教
文
館
・
一
九
九
三
年
刊
）
　
　
五
〇
九
ペ
ー
ジ
。
注
５　
『
妙
貞
問
答
』
か
ら
の
引
用
は
、
す
べ
て
注
４
の
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
　
　
理
書
』
に
よ
る
。
注
６　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
第
三
六
巻
（
岩
波
書
店
・
一
九
六
二
年
刊
）。
注
７　
大
塚
光
信
「
解
題
」『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
』
第
四
九
巻
（
八
42
　
　
木
書
店
・
一
九
七
八
年
刊
）。
注
８　
宮
地
敦
子
『
身
心
語
彙
の
史
的
研
究
』（
明
治
書
院
・
一
九
七
九
年
刊
）
　
　
一
七
三
ペ
ー
ジ
。
（
う
る
し
ざ
き 
ま
さ
と
／
本
学
教
授
）
